第46回（2016年度）柴田賞受賞候補者公募

一般社団法人　日本映画テレビ技術協会

下記の柴田賞規定をお読みの上、候補推薦書にてご応募下さい。
柴田賞の運営選考の実施に関する規定

１.名称

本賞を一般社団法人日本映画テレビ技術協会柴田賞という。

２.本賞設置の趣旨

ひろく映画、テレビの諸技術に従事する、若い技術者の奨励となることを目的とする。
３.受賞の対象

映画、テレビの諸技術に従事している技術者で、他の模範になり得る業績をあげた者とする。
４.受賞の資格

その職種に携わっておおむね10年までの個人とし、国籍は問わない。
５.運営と選考

毎年度ごとに会長から委嘱をうけた若干名の委員により運営と選考を行い、受賞該当者の決定は理事会が行う。

本賞の運営・選考・受賞などに要する費用は、柴田賞基金から生じる利息等による。

６.公募方法と選考期間

協会指定の公募様式による。７月までに委員会選考を終え理事会に答申する。

７.推薦人の資格

受賞候補者の推薦人は本協会会員とする。

８.表彰

理事会で承認された受賞者に、表彰式の席上、賞状・賞牌を贈り、業績は本協会機関誌、及びホームページに掲載する。

◎ 本年度公募締切日　2017年4月3日（月）
公募用紙各欄（推薦理由はできるだけ詳細に）にご記入の上、締切日までに候補者の経歴書を1通添付し、協会柴田賞委員会宛にご送付下さい。

◎ 柴田賞委員会委員

阿蘇谷靖、大森靜雄、掛田憲吾、金山芳和、川瀬　功、菊池淳夫、北出継哉、櫛引則彦、國清大介、
毛塚善文、中島聖司、長谷川高久、分根秀和、堀内　勉（14名）
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故柴田良隆氏は、大正初期から斯界に入り、帝国キネマ、アグファ合名などを経て、1926年長瀬商店、現在の長瀬産業㈱に入社、32年極東現像所、東洋現像所（現・IMAGICA）の設立に参画、35年同社取締役、47年常務取締役、63年専務、72年同社顧問、73年相談役となられている。この間長年の映画産業発展につくされた功績により、60年に紺綬褒賞、67年の黄綬褒賞を受けられ、67年には本協会名誉会員に推薦された。1976年7月、89歳で逝去されたが、生前の71年、本協会に基金をお寄せになり、柴田賞が生まれた。

柴田賞は、後進の育成にも力を尽くされた故柴田氏のお気持ちを汲み、いわば新人賞としての性格をもち、各分野の若い技術者の奮起をうながしているものである。


第１回受賞者　松原武司、安松正雄／第２回受賞者　石原　興、宮本哲央・鈴木孝男・田中邦彦・浅野　清、並木　豊／第３回受賞者　河野祐一、八木正次郎、杉崎　喬／第４回受賞者　柴田定則、江口　正、中谷英雄／第５回受賞者　阪本善尚、藤原三郎、長谷川高久／第６回受賞者　北口誠之、影山雅英／第７回受賞者　中島　徹、村野信明／第８回受賞者　斎藤員功、吉田秀夫／第９回受賞者　上原康雄、斎藤秀夫／第10回受賞者　熱海鋼一、大洞陽佑、金子貞夫、川上皓一／第11回受賞者　楠　章治、鈴木　弘、寺島義博、林　迪彦／第12回受賞者　藤本宏三、村上匡広、八幡洋一／第13回受賞者　上原士郎、曽我部宣明／第14回受賞者　河口洋一郎、小高文夫、高橋和久／第15回受賞者　鈴木秀夫、中野英世／第16回受賞者　石塚　徹、高原幸廣、羽里　章／第17回受賞者　大岡新一、川崎純寿、吉岡慎悟／第18回受賞者　高橋愼二、中堀正夫／第19回受賞者　高間賢治、田中敬子、横川清司／第20回受賞者　伊藤孝雄、濱崎公男、吉村　隆／第21回受賞者　飯酒盃真司、伊藤昭裕、佐々木原保志、吉村　浩／第22回受賞者　川島章正、小林　治、田島正晴、藤井芳保／第23回受賞者　郷田雅男、小林達比古、村上松隆／第24回受賞者　岸田和美、熊田典明、土屋裕重、徳永徹三／第25回受賞者　井上　衞、岩渕　弘、小椋俊一／第26回受賞者　吉川里士、熊谷正志／第27回受賞者　板倉幸次、亀川　徹／第28回受賞者　岡本幹彦、川邨　亮、佐野清隆／第29回受賞者　服部康夫、藤野和也／第30回受賞者　井上充夫、小野さおり、澤村かおり、菱木幸司／第31回受賞者　桜井勝之、秋田正二、三島也守志／第32回受賞者　井関　修、小笠原洋一、大木豊男／第33回受賞者　井上　哲、釣木沢淳、藤田浩久／第34回受賞者　國清大介、嶋岡智子、蔦井孝洋／第35回受賞者　清水昇一郎、竹内秀一／第36回受賞者　溜　昭浩、渡邊雅己／第37回受賞者　日昔吉邦／第38回受賞者　岡田　裕、木川　豊／第39回受賞者　沖村志宏、堀内一路／第40回受賞者　高橋　僚、佐々木達之介／第41回受賞者　杉江亮彦／第42回受賞者　野原恒典／第43回受賞者　相馬和典、松尾好洋／第44回受賞者 上泉美雄、益森利博／第45回受賞者　石原徹也
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